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ただし特別の事情がある場合には、講師又は助教に担当させることがある。

第 44 条 本大学院の各研究科に研究科委員会を置き、当該研究科所属の教授、准教授、特別任用教授及び

講師をもってこれを組織する。

2 研究科委員会に委員長を置き、別に定めるところに従って当該研究科所属の教授から選出する。

第 45 条 研究科委員会は、次の事項を審議する。

一　研究及び授業に関する事項

二　入学試験、学位論文及び特定の課題についての研究の成果の審査並びに最終試験に関する事項

三　教育課程及び試験に関する事項

四　学生の入学、休学、退学、転学、留学及び修了に関する事項

五　学生の指導及び賞罰に関する事項

六　その他研究科に関する重要事項

第 46 条 各研究科に関連する共通事項を審議するために大学院委員会を置き、別に定めるところに従って

これを組織する。

2 大学院委員会は、学長が招集してその議長となる。

第 47 条 大学院委員会は、次の事項を審議する。

一　研究及び授業に関する事項

二　学位（博士）の授与に関する事項

三　大学院の学則及び諸規程の変更に関する事項

四　その他大学院に関する重要事項

第 48 条 大学院に関する事務は、本大学事務組織が担当する。

第 9章　研究指導施設

第 49 条 本大学院に、研究室、演習室及び実験、実習室を置く。本大学の学部及びその他の施設は必要に

応じ、大学院学生の研究及び指導に充てる。

2 本大学院人文科学研究科に心理相談室を置く。

第 10 章　科目等履修生、委託生、研究生、協定留学生、交流学生、外国人学生

第 50 条 本大学院の授業科目の１科目又は数科目の履修を願い出た者に対しては、選考の上科目等履修生

として入学を許可することがある。

2 科目等履修生の期間は、半年又は１年とする。

第 51 条 本大学院は、官公庁、外国政府、その他の機関又は団体の委託に基づき入学を希望する者に対し

て、選考の上委託生としてこれを許可することがある。

2 委託生の在学期間は、半年又は１年とする。

第 52 条 第 22 条に定める各号のいずれかに該当する者が、本大学院研究科の教員指導の下に特定の研究を

願い出たときは、選考の上研究生として入学を許可することがある。

2 研究生の在学期間は、半年又は１年とする。

第 53 条 協定留学生とは、第 21 条又は第 22 条に定める入学検定によらないで、本大学と外国の大学との

交流協定に基づき入学を許可された者をいう。

2 協定留学生の期間は、原則として１年とする。


